
土曜日と日曜日は本当に暑い日でした。準備と後片付けで皆様には本当にお世話になり

ました。お陰様で４０周年に値するお祭りをすることができました。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
準備段階でいろいろとアイデアが出ては消え、最後にのこったのがあの夏祭りです。妖怪

体操から始めようと実行委員長が提案されましたが、老年組にはどう展開するかは全くわ

かりませんでした。しかしふたを開けてみると準備もさることながら、小さな子供たちが

段々と参加し始め、最後には子供の世界ができたように思えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

もう一つの祭りの売りは創作燈籠でした。これは常任委員会で提案されたのですが、す

ぐさま実行されたのが、３丁目町内会の副会長でした。木工から装飾まで一手に引き受け

ていただきました。 

参加者は約５００名でしょうか。老若男女を問わずみんなが楽しむことができました。

これら１６枚の写真は、広報担当が撮影した１００枚近いスナップから抜粋したものです。

当日の雰囲気が出ておりますので、お楽しみください。 



とにかく暑かったです。氷は飛ぶように売れまし

た。 
妖怪体操第１。 まだ少し恥ずかしそう。 

ロボットくん。ご苦労様。熱中症にならなくってよか

ったね。 

ご苦労さま。司会の野村さん。機転の利いた計らい

でチケット販売も順調でした。 

ケンちゃん。お父さんと歌えてよかったね。よくハモ

ってたよ。 
メイちゃん。いつもは引っ込み思案なのによく歌え

たね。オニビジョンにも出演してるかも。 



 

久しぶりにお会いするとビールも弾みますね。 ヨーヨー釣りは根気だね。辛抱づよく。 

古希を超えた人の声とは思えなかったです。圧倒

された音域と声量。 
ビールもよくうれました。３００杯近い量で大変で

したね。 

中学生ボランテァさん。ありがとう。手分けしてよ

く働いてくれました。 

創作燈籠がこんなに夏祭りを演出するんですね。 


